
保健体育科学習指導案

日 時   平 成 15年  9月 30日 (火) 5校 時

学 級   盛 岡市立松園中学校 2年 1・ 2組  男 子 30名

指導者  教 諭 千  田  幸  喜

1・単元名 球 技 「バスケットボール」

21単 元について                                      ン

球技は、ボールを媒体として、集団対集団。個人対個人で攻防を展開し得点を取り合って勝敗を競うことをねらいとし、チームの

課題や個々の能力に適した課題の解決に取り組んだり、ゲームを楽しんだりする運動である。
バスケットボールは、2つ のチームがコー ト内で攻撃と防御に分かれ、パスロドリブル ・シュー トなどの個人的技能や集団的技能

を発揮し、一定時間の内で得点を競い合う競技である。一人一人の生徒がゲームに参加、貢献していると実感でき、みんなの力が結

集され勝利を手にすることができたときの書びが、魅力でもある。筋力 ・持久力 ・調整力をはじめ、多くの運動要素を含んでおり、

体力を向上させるものである。また、生徒同士で課題を指摘し合ったり、技能の向上に向けて教え合つたりすることにより、生徒相

互の信頼関係をはぐくむことができ、これからの「生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現」に向けての礎となるものである。さら
に、ルールやマナーの順守や、勝敗に対する公正な態度などは、社会生活における望ましい態度や行動にもつながり、人間形成に役
立つ学習にもなると考えられる。

3.生 徒の実態

学級編成は2年生に行われた。2年 1・ 2組の男子は、保健体育の学習への興味 ・関心が高く、ほとんどの生徒が積極的かつ意欲

的に授業に臨んでいる。リーダーを中心に前向きな姿勢で僚習やゲームに取り組んでおり、効率的な学習を求め、集団行動の定着を

目指そうという姿勢が見られる。自ら安全に運動する態度も定着しつつある。また、準備運動の中にサーキットトレーニングを取り

入れているが、主体的に取り組み、体力を向上させようとしている。1学期に行つた新体カテス トの結果 (全国と本校との比較 ・1

年生から2年生にかけての伸び)も 良好である。

本校では、2年生でバスケットボールを扱つている。30名 中3名 がバスケットボール部員である。今回のバスケットボールの指

導にあたつては、既習事項をもとにしながら、テーム内での役割分担を明確にし、協力して学習活動を進めること、チエムごとの話

し合いを大切にすること、学習計画立案に必要な資料を十分に活用すること、審判係 ・得点係 ・計時係 ・記録係など自分たちでゲー

ム運営ができるようにすることなど、自発的 B自主的なグループごとの課題解決学習の取り組みに磨きをかけさせたい。

最終的には、本校にはなかった球技大会を2学期後半に学年生徒会で企画させ、最高潮に達するイベント(〇〇カップバスケット
ボール大会)を 自分たちで運営できる力を養わせたい。

4,指 導計画 (12時 間)

5.本 時の指導について

(1)本 時の目標

① 練 習した個人的技能 ・集団的技能を生かしたチームの攻撃法を工夫して作戦を立て、ゲームを楽しむことができる。

(技能、思考 ・判断)

② 審 判係 ・得点係 ・計時係 ・記録係などのゲーム運営ができる。 (関 心 ・意欲 ・態度、知識 ・理解)

③ 伸 問と協力し、励まし合いながら活動することができる。   (関 心 ・意欲 ・態度)

(2)指 導の構想                 ざ

本時は、7時 間目にあたる。第 1・ 2時 のオリエンテーションでは、チーム編成の方法を話し合わせ、身長、シュー ト・ドリブル

のスキルテス トをもとに、学級内の生徒間の関係も考慮して、キャプテンが一人一人のよさにふれながら原案を提示し、全員で決定
した。テーム内でさまざまな役割を受け持ち、活躍の場がある。
また、準備運動から、チームごとに行わせている。導入時に行うサーキットトレーニングは、各自2年 生 2学 期になつてから作っ

た個人のプログラムによるものである。準備運動の中に、ドリルゲームを取り入れ、個人的技能の向上と「バスケットボールらしい」

動きの向上に努めている。

授業の展開は、めあて→ゲームユ→話し合い (成果と課題の確認)→ 練習→ゲーム2→話し合い (成果と課題の確認)→ めあてと

いう流れである。ゲームは3対 3のハーフコー トで行い、審判係 ・得点係 ・計時係 ・記録係などを分担させ、自主的なゲーム運営を

行わせている。個人の学習カー ドを使い、運動に規しむ資質や能力の四要素を意識させながら、自分のよさや伸びを確認させている。

また、終末のチームミーティングの中では、仲間のよさや伸びを多く確認し合うように声がけをしている。テームの学習カー ドを

準備し、その時間の振り返り、次時のめあて ・練習内容、ルールの工夫などをミーティングで話し合わせ、次時の授業に臨むことに

している。        ｀
                              ｀
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チーム練習 (練習前の確認のためのミーティングを含む)

練習の成果を確認するゲーム2(6チ ーム 特 別ルール 総 当たり戦)

５０

分

チームミーティング (練習とゲームの振り返り) 整 理運動
全体ミーティング (チーム間の意見交流)
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6 本 時の展開

学 習 過 程 学 習 活 動 評 価 活 動 指導上の留意点

導

入

ｌｏ

分

1, 用具準備 ・コー トの安全

確認

準備運動

あいさつ

課題設定

1.用 具を準備し、コー トの

安全を確認する。

意欲的に準備運動をする。

(ランニング ・体操 ・サ
ーキットトレーエング ・

ドリルゲーム)

整万」してあいさつする。

4.本 時の学習課題を確認す

る。

学習課題

2.

自分の役割を果たし準備

を協力して行おうとして

いる。

く行動観察 ・巡回指導〉

準備運動などに積極的に

取り組もうとする。

く行動観察 ・巡回指導〉

2.

デジタルタイマー ・ビブ

ス ・ボール ・コーン等

サーキット・トレーニン

グは各自の内容で目標回

数 を設定 して 3分 問実

施。 2つ の ドツルゲーム

実施。

6チ ーム編成 ・5人組

発汗量 ・表情を観る。体

調不良 ・欠席 ・見学者の

確認をする。

チームごと6列 縦隊

本時の学習課題を確認し、

チームのめあてを発表さ

せる。

作戦を生かすための練習

をして試合で成功させよ

う。

展

開

３０

分

ゲーム1

課題追求 ・チーム練習

課題解決 ・練習の成果を

確認するゲーム2

5.ゲ ームを行う。

6.チ ァムごとに練習する。

7.グ ームを行う。

6.

ゲームを行い、考えた作

戦に挑戦することができ

る。

審判係 ・得点係 ・計時係 ・

記録係などのゲーム運営

ができる。

く学習カー ド・行動観察 ・

発言 ・実技 ・巡回指導〉

ゲームの中でプレーでき

るように練習することが

できる。

く学習カー ド・行動観祭 ・

発言 ・実技 ・巡回指導〉

ゲームを行い、チームで

練習 したことをプ レーす

ることができる。

ゲ‐ムの運営のしかたや

審判の方法を理解する。

く学習カー ド・行動観察 ・

発言 ・実技 ・巡回指導〉

5,

7.

5.ハ ーフコー ト3対 3。

特別ルールで行 う。

得点板 ・チームの学習カ
~ド ・ホインスル ・デジ

タルタイマー

チームごとにハーフコー

トを使つて練習させる。

6ケ 所で練習

チームの学習カー ド

ハーフコー ト3対 3。

ゲーム 1と 同じチームで

行う。

6.

7.

終

末
　
　
　
　
１０

分

8,整 理運動

9。 まとめ ・チームミーティ

ング

10 .ま とめ 口全体 ミーティン

グ        ・

1 1 .あいさつ

8,ス トレッチ体操をする。

9.テ ームごとに集合 しギ本

時の学習を振 り返 り、成

果 と課題について話 し合

う。

チームの代表が発表する。

整列してあいさつをする。

9,ゲ ームを分析 して課題を

発見 し、解決に向けた学

習計画を立てることがで

きる。

(学習カー ド・行動観察 ロ

発言 白巡回指導〉

9.作 戦が うまくいったか ど

うか、 う まくいかなかっ

たならば、なぜ うまくい

かなかつたのかな どを話

し合わせる。ゆさぶ りを

かける。    ｀

テームの学習カー ド・個

人の学習カー ド

10.ミ ーティングの内容 をチ
ームの代表の生徒に発表

させる。

11.体 調不良 ,け がの有無の

確認をする。
7.評 価の観点

(1) 練 習した個人的技能、集団的技能を生かしたテームの攻撃法を工夫して作戦を立て、ゲームを楽しむことができたか。
(2) 審 判係 ・得点係 ・計時係 ・記録係などのゲーム運営ができたか。

(3) 伸 問と協力し、励まし合いながら活動することができたか。
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グループのめあて (課題)

ｌ

μ
∞
ド
ー

3(時 ) 4 5 6 ④ (本時)

9 月 1 8 日 ( 木) 9 月 1 9 日 ( 金) 9 月 2 5 日 ( 木) 9 月 2 6 日 ( 金) 9 月 3 0 日 ( 火)

Aチ ーム

シュー トを前より多く決

めよう。

パスミスをなくしてシュ

ー トを出来るだけ多く決

めよう。

ボールを速くまわして確

実にシュー トを決めよ

う。

カットインプレーを活か

したゲームをしよう。

カッ トインプ レ‐でシュ

ー トを決めよう。

Bチ ーム

素早く動いて全員がシュ

ー トを決めよう。

全員が確実なシュー トを

決めよう。

パスを使って攻めてシュ

ー トを決めよう。

カントインプレーを覚え

て試合で決めよう。

カッ トインプレーを試合

で積極的に使おう。

Cチ ーム

シュー トをしっかり入れ

よう。

3対 2を うまく出来るよ

うにしよう。     ,

シュー トを確実に決めよ

つ。

カントインプレーを覚え

よう。

3人 が動 くカ ッ トインプ

レーを覚えてシュー トを

決めよう。

Dチ エム

6チ ーム中 1番 のス ピー

ドのあるシュー トを身に

付けよう。

ス ピー ドとシュー トの確

率 と切 り替えを磨 こう。

試合中にボールを支配し

よう。

カッ トインプレーを身に

付けよう。

ポス トを使ったカットイ

ンプレーを試合で使える

ようにしよう。

Eチ ーム

オフェンス時のスクリー

ィを覚えよう。

パスを素早く行うように

しよう。

鋭いカットインプレーを

覚えよう。

ポス トプレーを使つてみ

よう。

スクリーンプレーを使つ

てたくさん攻めよう。

Fチ ーム

シュー トを確実に決めよ

つ。

試合に慣れよう。 カットインプレーを決め

よう。

ポス トプレーを活かした

ゲームをしよう。

スクリーンプレーを覚え

よう。



真摯カー ド

自分たちで考え、話し合い、実行し、振り返り

自分たちを磨こう

1組  θ チーム 記入者

真摯カー ド

自分たちで考え、話し合い、実行し、振り返り

自分たちを磨こう

餓術も含おスクリ→7°♭―を役?て◎本時のめあて たくせた
存回 ;を小tわt/Wアウ朗ド と文す1増能したぃて
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準備 ・安全確認

準備運動

サーキット

トレーニング

ドリルゲーム

※下記のチーム練習に取り組む。

整理運動

ミーティング

後片付け
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相手Cチーム会場IEコート

得点 味 方  点 一相手  点

得点 味 方  点 一相手  点

?月  70日  5 時間目 2祖   Eチ ーム 記入者

準備 ・安全確認

準備運動

サーキット

トレーエンゲ

ドリルゲーム

※下記のチーム緯習に取り組む。

′、ヵたどどゥ。と_げ擢熱と障屯
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真撃カィ ド 運 動と仲良くなろう

2年   1組   、 番 氏  名

真摯カー ド 運 動と仲良くなろう

2年   2組    番  氏  宅

自分のよきや角tr・伸耐のよさや伸どなどを●どおもう
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ウと|といりや秋とることt瑞湖排
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0 自分なりに氏づいたこと工表したこと」あり=したか?  ④ うまくなったととい=す↑?

自分のよさや伸ど・仲問のよとや伸どなどを各昔ともう
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よ3ヽ可
4rB

―堂Ettilb■せ音したか,              0 な 出と仲Rくこ駒できましたか?

自  りに気づいたこと工共したことがありましたか?  ④  うまくなつたと思いますか7
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授業の流れ
準備 ・安全確認

準備運動

サーキットトレニエング
ドリルゲーム

ゲーム 1

チーム練習

ゲーム2

整理運動

ミーティング

後片付け

3対 3の ゲーム

Ho
時間

(分)
ゲーム

審判係

得点係

記録係

1 0～ 1 4 5 6 7  8

2 1 ～ 2 5 6 7 4  8

3 2～ 3 6 7 8 4 5

4 3～ 4 4       7 8 5  6
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